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事業主からは「業績は厳しく、限界にきている」「公的な緊急融資を受

けてしのいでいるが、景気回復後の返済が重くのしかかる」。また自動

車関連の経営者は「今年１月から急激に受注が減り、仕事は７割減っ

た」と口々に窮地を訴えられました。また、国の緊急融資の情報が、地

方の中小企業まで明確に届かず、窓口になる支局も十分に整理してい

ない場合もあるため、申請に手間がかかる 

など困惑の様子でした。 

 また午後には直方商工会議所で、経営者 

１３人との意見交換会を行い、大久保 勉参 

議院議員が金融政策等を説明し、今後の対 

応を協議しました。 

 大島九州男は、３月１９日の総務委員会に 

おいて、その現状を厚生労働省にも訴え、も 

っとフレキシブルに対応するように強く要望。 

それを受けて、従来より幅広くまた柔軟に対 

応するように労働局に指示をだしているとの 

事でしたが、大島九州男は担当者に周知徹 

底していただき、早急に動きだしてもらう事を 

重ねて強くお願いしました。 
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民主党は、3 月２５日「高校

無償化法案」および学校教育力

の向上を目的とする法案「教職

員免許制度改革法案」「教員数拡

充法案」「教育環境整備法案」の

４法案を、参議院事務総長に、

提出をしました。 

学校教育力の向上を目的とする 

3 法案については、学力低下、特 

に保護者の経済力によって学力格 

差に繋がっているとして「現在の 

政権与党における教育費縮減方針 

は、ますます学力格差を生む事に 

なる」と危機感を表明したうえで『全ての子どもの学習権の保

障。機会の平等完全確保」』を掲げる民主党のテーゼを実現す

るための法案です。 

大島九州男は、3 月３０日の参議院総務委員会での質問にお

いても、3 月 27 日付の「定時制高 志願者急増」の新聞報道 

を受けて、大阪では募集人 

員を 200名近くオーバー 

している現実から、経済的 

な理由で進学をあきらめ、 

中卒無業者の放置は大き 

な問題であることを指摘 

し、法案成立にむけて国会 

での議論を深めるように 

強く促しました。 

高校無償化法案は、交付税単価と同額とする高等学校の標準授

業料額を設定し、国公私立全ての高等学校等の生徒の保護者に対

して授業相当額の就学支援金を支給することにより、公立高等学

校における教育の実質的無償化を推進し、私立の高等学校等の教

育に係る負担を軽減するものです。また、私立の高等学校等の生

徒の保護者の中で年収 500 万円以下の世帯に対しては特に、標

準授業料の 2 倍の額を支払うとしています。 

現下の経済情勢において 16～24 歳の子どもを持つ世帯にお

ける教育費が家計へ与える影響は大きく、また年収 500 万円以

下の世帯が従来の 12%から直近の調査では 28%となり、今後

さらに増加が見込まれています。このような状況のなか、学習権

を確実にするためには、この法案の意義は大きいと考えます。 

年度末を控え景気悪化が続く中、

民主党福岡県連緊急雇用対策本部

（本部長・松本龍県連代表）のメン

バーが、トヨタ自動車九州，麻生太

郎首相のおひざ元・福岡県第８区内

の直方市と鞍手町にある企業を回

り現地調査をしました。 

現在、電力の大部分は主に火力・原子

力発電によってまかなわれています。しか

し、化石燃料の枯渇・地球の温暖化の原

因などの問題があります。また、世界のエ

ネルギー資源の確認埋蔵量も、石油はあ

と４１年・ウランはあと８５年しかもたないと

も言われています。 

そこで近年、これらの問題点を解消する

にあたって、クリーンなエネルギーしかも無

尽蔵のエネルギー源を活用した、環境エネ

ルギーの研究・開発が行われています。 

大島は、九州大学の風力エネルギーの

有効利用を促進させるために新しいタイプ

の風力発電システムを視察しました。 

九州には、他にも新しい視点からの太陽電池の開発など、オリジナリティ

を追随しておられる研究者が多くおられます。未来の地球のために環境に

やさしいエネルギー開発について、国ができる事を考えてまいります。 

 大島九州男を支えてくださる皆さま方との絆を深め、大島九州男の

更なる飛躍を期して、標記の会を開催させていただきます。皆さま

方のご参加・ご来場申し上げております。      発起人一同 

■日時 平成 21 年 6 月 22 日(月) ■講演会 18:30 ■懇親会 19:30 

■会場 ステーションホテル小倉  ■会 費 10,000 円 

3 月 15 日 

毎日新聞記事
講演会 講師；中京女子大学学長 参議院議員 谷岡 郁子氏 

演題；閉そく感を突破する人間力 


